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１ はじめに 

高等学校理科「物理基礎」の学習指導においては，生徒が目的意識をもって観察，実験などを行う

ことを重視しています。また，学習指導要領解説には，科学的な思考力・表現力の育成を図る観点か

ら，観察・実験，探究活動などにおいて，結果を分析し解釈して自らの考えを導き出し，それらを表

現するなどの学習活動を一層重視することが示されています。 

しかし，国際比較から見える高等学校理科の課題として，観察，実験，探究活動ができていないこ

と，結果から結論を考察する活動と予想（仮説）を検証する活動に乏しいことから，科学的な思考力

の育成が不十分な状況にあります。また，物理専門外の理科教員にとっては，観察，実験などを実施

するための適切な資料も少ないため，「物理基礎」の授業を担当する場合，観察，実験の指導に困難

をきたすことが多い状況にもあります。 

そこで，本サポート資料は，学習指導要領に示された内容に沿った観察，実験を中心に取り扱い，

探究活動の充実や知識を活用して考える問題を通して，科学的な思考力・表現力を育むように構成し

ています。 

 

２ サポート資料のねらい 

本サポート資料のねらいは，｢物理基礎｣を指導する理科教員が観察，実験を行う際の負担を軽減し，

観察，実験を中心とした授業づくりに役立てようとするものです。 

サポート資料の作成にあたっては，次のような観点で内容を構成しています。 

 

１中学校の内容 

中学校の教科書の概要や生徒のつまずきが分かること 

２探究活動の充実 

観察，実験の過程や操作が分かることまた，観察，実験にかかわる情報が分かること 

探究活動の中で身に付けさせたい科学的な思考力・表現力が分かること 

３物理学と日常生活のかかわり 

物理学の基本的な概念や原理・法則が，身近に見られる物理現象の中にあることや，日常生活や社会

の中でどのように利用されているのかが分かること 

４チャレンジ問題 

 物理基礎で学習した知識を活用して，身のまわりの物理現象，日常生活や社会とのかかわりを考える

ことができる問題であること 

 

本サポート資料は，次の 15 項目の観察，実験についてまとめています。 

１身近な速さの計測 ５作用反作用の法則 9 仕事による温度上昇 13 手回し発電機 

２斜面を降下する小球 ６浮力の測定 10 横波と縦波の発生   

３動く発射台からの投射 ７重力による位置エネルギー 11 振り子の共振 

４力のつりあい ８力学的エネルギーの保存 12 変圧器 



３ 探究活動と科学的な思考力・表現力について 

  次の図は，教育課程部会理科ワーキンググループにおいて，理科における資質・能力の例（高等学

校基礎科目）が示されたものから一部を抜粋し，探究活動の中で，生徒に身に付けさせたい探究の方

法及び科学的な思考力・表現力をまとめたものです。 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ サポート資料には，以下のように示しています。  

「14 変圧器」の場合 

 

 

 

 

 「実験 電磁調理器を使った電磁誘導の実験」は，探究の方法「Ｅ実験データの分析・解釈」の中で，

科学的な思考力・表現力の「９観察・実験の結果を分析・解釈する力」を育てることを目指した探究活

動の提案をしています。具体的な指導内容は，「探究活動を充実させるポイント」に示しています。 

自然事象に対する気付き 

課題の設定 

仮説の設定 

検証計画の立案 

観察・実験の実施 

結果の処理 

考察・推論 

 

表現・伝達 

次の探究の過程 

 

Ａ 

情報収集 

Ｂ 

仮説の設定 

Ｃ 

実験計画 

Ｄ 

実験による検証 

Ｅ 

実験データの分

析・解釈 

 

Ｆ 

法則性の導出 

１自然事象を観察し，必要な情報を抽出・整理する力 

２抽出・整理した情報について，それらの関係性（共

通点や相違点など）や傾向を見いだす力 

３見いだした関係性や傾向から，課題を設定する力 

４見通しをもち，検証できる仮説を設定する力 

５仮説を確かめるための観察実験の計画を立案する力 

６観察・実験の計画を評価・選択・決定する力 

７観察・実験を実行する力 

 

８観察・実験の結果を処理する力 

9 観察・実験の結果を分析・解釈する力 

10 情報収集して仮説の妥当性を検討したり，考察した

りする力 

11 全体を振り返って推論したり，改善策を考えたりす

る力 

12 考察・推論したことや結論を発表したり，レポート

にまとめたりする力 

13 新たな知識やモデル等を創造したり，次の課題を発

見したりする力 

14 事象や概念等に対する新たな知識を再構築したり，

獲得したりする力 

探究の過程 探究方法 科学的な思考力・表現力 

科学的な思考力・表現力         探究方法：実験データの分析・解釈 

Ｅ―９ 観察・実験の結果を分析・解釈する力 



３ サポート資料の構成について 

  サポート資料は，「１中学校の内容」「２探究活動の充実」「３物理学と日常生活とのかかわり」「４

チャレンジ問題」の４つの内容で構成しています。 

 

 

「１中学校の学習内容」 

・タイトルに関連した既習内容 

・学習内容に対する生徒のつまずき 

・中学校と高等学校の接続など 

「２探究活動の充実」 

・身に付けさせたい科学的な思考力・

表現力 

・記述例 

・準備・方法・結果などの観察，実験

の詳細 

・探究活動を充実させるポイントなど 

「３物理学と日常生活のかかわり」 

・物理学と日常生活のかかわりの紹介 

「４チャレンジ問題」 

・物理基礎で学習した知識を活用し，物理現

象や社会とのかかわりを考える問題。 
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４ サポート資料を活用した授業実践の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業実践の観察より，生徒は電磁調理器を何度も観察したり，実験道具を使って思考したり，班員と

話し合ったりするなど，課題解決に向けて粘り強く取り組んでいました。また，最後には，全てのグル

ープが，既習の知識を使いながら思考し，科学の概念や言葉を使って表現していました。このことから，

サポート資料の内容が，生徒にとって有効に働いていたと考えられます。 

 

５ おわりに  

   本サポート資料は，当センターの Web ページ（http://www1.iwate-ed.jp/）に掲載しています。な

お， 内容については今後も先生方から幅広くご意見を頂きながら改善を図ります。そして，この資

料「物理基礎」の指導に携わる先生方にとって，少しでも役に立つものになることを願っています。 

  この研究を進めるに当たり，貴重なご意見を頂いた岩手県下の先生方に感謝申し上げます。 

○中学校の学び直しの場面 ○課題設定の場面 

○課題解決の場面 

○まとめの場面 

・ＩＨに電源を入れるとＩＨのコイルが電

磁石になり，ＩＨのコイルには，交流が流

れているから，最初にやった磁石を出し入

れしている状態と同じになるから，電球に

つないだコイルにも電流が流れて，電球が

ついたと考えられます。 

○生徒の発表内容 


